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参加者：柳川義雄・西村麻里・入澤隆一・福田きよ子・太郎・松本モト・高橋延之・青木麻理・川本了造・青山哲也・須川浩和・中西章文

○交流の家小管理委員会報告
　キャンパ－用の布団を整理しました。不要になった分は

桧山武史君の関わっている団体に寄与しました。釜小屋も

整理しました。きちんと整理して使ってください。（福田）�

　屋根の老朽化かとコンクリ－トから鉄筋が露出している部

分の修理が必要です。�

　家は、月2万円位の維持費が最低必要です。宿泊費で賄

えないのでカンパで遣り繰りしています。�

　　ホ－ルの西の壁に伝言板（ホワイトボ－ド）を設置、

カレンダ―に予定を必ず記入して、伝言のある人は伝言板

に記入するようにして下さい。（青木）�

　大口の会計は福田きよ子、小口の会計は松本モト担当�

�

○交流の家修理キャンプ
　コンクリ－トから鉄筋が露出している部分の修理の為の

キャンプをします。夜は交流の家の今後について話し合い

ます。交流の家に長い間滞在して家の配線の修理をやって

くれた、高橋さんの送別会もします。ぜひ参加してください。

（柳川）�

期間：3月19日（金）夜　三々五々集合�

　　　3月20日（土）午後７時より定例会�

　　　3月22日（月）午後5時解散�

ワ－ク：コンクリ－ト補修→コ－キング剤とモルタルによる

補修・資料整理�

参加費：1日1000円�

�

○夏の日韓合同キャンプ
　1月29日より西村麻里と宮田久美の2名で夏の韓国定着

村キャンプの下見に行って来ました。以下はその報告です。

（西村）�

　1月23日（土）下見前の話し合いを、入澤隆一の家で行

ないました。（10名参加）昨年キャンプに参加した人達も参

加して、何故このキャンプに参加したのか・キャンプに行っ

てみてどうだったか・ハンセン病の村に行く意味の認識につ

いて、話し合いました。�

　下見　1月29日～2月7日まで、宮田久美（総リ－ダ－）

西村麻里で韓国に行ってきました。慶尚北道の３つの村を

周りました。東大邸の近くの倭館という駅から、２本バスを

乗り継いだ所にある、聖信農場（ソンシン）という村が有力

候補です。�

　人口　116人　　豚　7000頭�

　ワ－ク　村の山手にある、生活用水貯水場までの約

300mの砂利道をコンクリ－ト舗装。�

　　　貯水場の辺りには、墓や鶏舎もあり、その道をよく使

うという事でした。下見の翌日にジョナフェと話し合いました

。ワ－ク・家庭訪問・当番制・パ－トナ－制について話し合

いました。ジョナフェからは、日韓がうまく交われるように考

えていきたいという事でした。�

　2月13日（土）下見後の報告を山口智子宅で行ないまし

た。（10名参加）村についての報告。キャンプをやっていく

姿勢として、リ－ダ－会議や事前の話し合いで決まった事

を初参加の人達にどんどん伝えていく等を話し合いました。�

　次回の集まり　3月7日（日）入澤隆一宅で夕方頃から集

まります。皆さんふるって参加下さい。日韓がうまく交わる

為には具体的にどうすれば良いか。又、具体的な日程を決

めていきたいです。詳しい事は宮田久美まで。�

�

○光明園訪問について
　韓国の定着村は行った事があるのに日本の療養所に行っ

た事が無いので、訪問してみたいと思い、11月の大倭の文

化講演会の時にお会いした牧野園長に手紙を書いたところ

、いつでも来て下さいとの返事をもらい、3月15日・16日

の1泊2日で出掛ける事にしました。古い建物を取り壊すワ

－クキャンプの可能性もあり、その下見も兼ねます。1泊3

食で1500円です。（入澤）�

�

○光明園・愛生園の春のバスツアー
　ライオンズクラブと一緒に4月初旬に、光明園と愛生園を

訪問します。参加したい方は福田まで。詳細は来月に。（福

田きよ子）�

�
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○拡大管理委員会
　2月5日（金）に開かれた交流の家の拡大管理委員会の
様子。�
�
樋口寛美・樋口邦彦・柳川義雄・青山哲也・杉浩史・湯浅
進・岸野春子・川本了造・福田きよ子・戸張岳陽の参加の
もと開かれた。�
　蒲さんの交流の家の管理人をするという申し出について
話し合う予定でしたが、蒲さんより、時期早々で申し出を取
り下げる旨の連絡とFAXがあり、その件については話しま
せんでした。主たるテ－マは、今後、交流の家をどの様にし
ていくか、大倭との関係をどうとっていくか、という事でした
。会議は様々な意見が出され、結論は出ませんでした。し
かし、NPO法人や株式会社等の法人化の話や、ワ―クキャ
ンプが産み落とした物としての交流の家とワ－クキャンプの
動きを区別する話など、多くが語られた。�
　去年の11月に実施したKJ法による交流の家の使い方を
考える会を継続する事が確認された。（青山）�
�
　KJ法も良いが、そこで皆が共鳴できる物が出てくるか疑
問だ。先月の委員会報告が、檜山くんや加納君の記事が面
白かった。そういった現場の中から考えるべきだ。（川本）�
�
○KJ法による交流の家の使用法を考える会
　樋口邦彦さんを教師にして、KJ法で交流の家の使用法を
考える会を11月に開催しました。その続きを行ないます。
前回出席の方は必ず出席してください。（柳川）�
時：3月6日（土）午後７時よりエンドレス�
所：交流の家�
連絡先：柳川義雄�
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○夢織り猫の会棟上式キャンプのお知らせ
　三重県の四日市市で暮らす障害者、山口サヨさんを中心
にしたフリ―スペ－スを作る会を発足した夢織り猫の会も９
年目を迎えます。今、７坪ほどのワンル―ムを建設中です。
基礎が先月完成し、３月に建前を行ないます。沢山の人手
が必要です。参加をお願いします。（柳川）�
時：３月27日（土）午前9時より28日（日）午後6時まで�
所：三重県四日市市　山口サヨ�
連絡先：柳川義雄�

○あすかバンビホ－ム餅つき大会
　1月25日（日）あすかバンビホ－ム餅つき大会�
奈良市内の学童保育所のあすかバンビホ－ムの餅つき大会
に中西章文・岸田禎憲・戸張岳陽・藤澤真人の4名が助っ
人として参加してくれ、餅つきや子供達との遊びに協力して
下さいました。（福田）�
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来月の定例会は3月20日（土）19：00～�
交流の家にて�
�
来月の担当は中西章文�
文責：柳川義雄�
�
FIWC関西委員会�
631-0042 奈良市大倭町2-33 交流の家�
�
※PDF版では、個人の電話番号などの連絡先を掲載しておりません。�

　お知りになりたい方は、下記までメールにてお問い合わせください。�
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